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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、主要な非神経性微小管関連タンパク質です。このタンパク質は、神経性微小管関連タンパク質（MAP2）および微小管関連タンパク質タウ（MAPT/TAU）の微小管結合ドメインに類似したドメインを有しています。このタンパク質は微小管の組み立てを促進し、間期微小管カタストロフィー促進の不安定化を抑制することが示されています。サイクリンBは、細胞分裂周期2（CDC2）キナーゼを微小管に標的とするこのタンパク質と相互作用することが分かっています。このタンパク質のリン酸化は、微小管の特性と細胞周期の進行に影響を与えます。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2008年8月],代替製品：追加のアイソフォームが存在する可能性がある,注意：ここに示す配列はEnsembl自動解析パイプラインから得られたものであり、予備データとして考慮する必要があります。,機能：非神経性微小管関連タンパク質。微小管の組み立てを促進する。,PTM：DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化される（類似性に基づく）。Ser-787のリン酸化はMAP4の活性を負に制御し、微小管の組み立てを促進する。アイソフォーム3はSer-337とSer-338がリン酸化される。,類似性：3つのTau/MAPリピートを含む。,類似性：4つのTau/MAPリピートを含む。,
	研究分野
	シグナル伝達; 細胞骨格/ECM; 細胞骨格; 微小管; MT関連タンパク質; MAP; 細胞生物学; 細胞周期; サイクリン; サイクリンBファミリー
	画像データ
	

	各種溶解液のウェスタンブロット分析。抗体は1000倍に希釈した。二次抗体は1:20000倍に希釈した。

